
農作物   
試験個  試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用王・使用方法  回数  経過日数   【タロルフェナビル】  

モロヘイヤ   2000倍散布   圃‘娠A：0．36   
2  10％フロアプル  上回  主4，21日  

（茎葉）  圃場B：0．16   

あしたば※   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．6   

300L／10a  呈回  ヱ，14日  
（茎葉）  圃場B：く0．3   

カリフラワー※   ロ  10％フロアプル   2000借散布   300L／10a  2回  3 714日   
（花菅）  圃場A：0．38  

カリフラワー※  
ロ  10％フロアプル   

2000倍散布  

（花菅）  
380L／10a   2回  3．7，13日   

圃場A：0．154（2回、3日）（＃）   

やまのいも   2000倍散布   圃場A：く0．01   

（塊茎）  2  10％フロアプル  呈回  ム3，7日  

2回  3，7．14日   
圃場A：0，57（2回、7日）（＃）   

（むかご）  

やまのいも   
2  10％フロアプル   2000偉散布            500L／10a  

圃：婦B：0．66（2回、3日）（＃）   

かんしょ   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：く0．01   

（塊根）  
200L／10a  呈回  ム3．7日  

圃場B：く0．01   

はすいも  ロ  10％フロアプル   2000借散布  
（葉柄）  

200L／10a   呈回  ム3，7日   
圃場A：0．06（2回、3日）   

はすいも  ロ  10％フロアプル   2000倍散布  
（葉柄）  

300L／10a   呈回  ム3，7日   
圃場A：0．08（2回、7日）   

ひろしまな   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：1．06   

150L／10a  
呈回  呈，7，14日  

（茎葉）  圃場B：2．74   

ネクタリン   2000借散布   圃場A：0．Z8（2回、14日）   

（果実）  
2  10％フロアプル  Z回  ヱ，14日  圃：鎗B：0．45   

さんしよう   2  10％フロアプル   4000借散布   
圃♯A：0．72   

300L／10a  呈回  ヱ，14．21，28日  
（果実）  圃場B：0．56（2回、14日）   

サラダ菜※   2000倍散布   邸場A：7．58   

（茎葉）  
2  10％フロアプル  呈回  旦，7，14日  瓢場B：4．38   

圃場A：4．88   

（茎葉）  

サラダ菜※   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  3 714日  

圃場B：11．6   

リーフレタス   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：2．84   

（茎葉）  
300L／108  呈回  ＆7，14日  

圃場Bニ6．14   

リーフレタス   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場Aニ11．0   

（茎葉）  
300L／10a  之回  旦．7，14日  

圃場B：5．66   

ミニトマト   2000倍散布   
2  10％フロアプル  呈回  ム7．14日   

圃場A：0．20   

（果実）  圃場B：0．12（2回、7日）   

かぶ   
2  10％フロアプル   2000倍散布   

圃場A：9．60   

（葉部）  
200L／108  皇国  1，3，7．14日  

圃場8：4．66（2回、3日）   

かぶ※   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．02   

200L／10a  之回  ⊥3．7，14日  
（根部）  圃場8：0．05（2匡l、14日）   

かぶ   2000倍散布   圃場Aニ9、52   

（葉部）  
2  10％フロアプル  之回  上，7，14，21日  圃場B：5．37（2回、14日）   

かぶ※   2000倍散布   圃場A：0．02   

（根部）  
2  10％フロアプル  呈回  ム7，14．21日  圃場B：0．04（2回、7日）   

圃場A：0．58   

（さや）  
未成熟えんどう※  2  10％フロアプル  2000信教布   呈回  ム3，7日  

圃場B：0．96（2回、1日）（＃）   

圃場A：11．2（2匡l、3日）   

（菓茎）  
すいぜんじな※  2  10％フロアプル   2000倍散布   2回  ム3．7，14日  

圃場B：4．0   

非結球芽キャベツ   
2  10％フロアプル   2000倍散布   

圃場A：0．38   
200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

（えき芽菓）  圃闇拍：0．24   

非結球芽キャベツ   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：4．62   

（本葉）  
200L／10a  之回  ヱ，14，21日  

圃場B：5．82   

みずな   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：1，28   

（可食都）  
200L／10a  上回  呈，7，14日  

圃場B：4．86   

山東菜   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．88   

（茎葉）  
300L／10a  上回  呈，7，14日  

圃場B：1．96   

茎ブロッコリー   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：0．39   

（花蕾と花茎）  
200L／10a  呈回  ム3，7，14日  

圃場B：0．72   

なばな   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：0．96   

（茎葉）  
300L／10a  呈回  ヱ，14日            圃：姐B：0．95   

マンゴー   
2  10％フロアブル   2000借散布   

圃場A：0．085   
300L／10a  呈回  ー‘追，21，30日  

（果実）  圃場8ニ0．080   
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農作物   試験園  試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   【クロルフェナビル】  

ゴレンシ   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：0．74   
300L／10a  呈回  上も21，30日  

可食部）  圃場B：0．74（2回、21日）   

キャベツ   
2  10％フロアプル   2000停散布   

圃場A：く0．05   

（脇芽）  
200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B‥0．08（2回、21日）   

ニんにく※   2000借散布   2  10％フロアプル    上回  上4日   
圃場A：0．Z2   

臣と鱗茎）  圃場8ニ0．14   

みつば   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：1．3   

100L／10a  上回  14日  
（茎葉）  圃場B：0．8   

こルリー   2000倖散布   圃場A：1．39   

（茎葉）  
2  10％フロアプル  之回  上皇日  圃場B：1．36   

ノアンダーー   2000信教布   圃場A：1．50   

（茎葉）  
2  10％フロアプル  呈回  上皇，21日  圃場B：1．48   

がうり※   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  ム3，7日   

阻塩A：0．4   

（果実）  
200L／10a  圃場B：0．2   

こンサイ   2  10％フロアプル   2000借散布   
画境A：く0．05   

（茎葉）  
200L／10a  呈回  旦．7，14日  

圃場B：0．91   

圃場A：1．45   

（茎葉）  

なぎたで   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  上皇．21日  

圃場B：0．55   

⊃わぷき   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場Aニ0．058   

300L／10a  呈回  ．迫，21．30日  
可食部）  置場B：0，052   

ヒ用ぎく   2000借散布   圃場A：0．390   

花全体）  2  10％フロアプル  之回  ヱ，14日  圃場B：1．008（2回、7日）（＃）   

圃場A：0．57   

E器全体）  

司プリムラ   
2  10％フロアプル   2000倖散布   呈回  ．担，21日  

圃場B：0．62   

圃場A：0．06   

（果実）  

ぽちゃ※   
2  10％フロアプル   2000借散布   呈回  ム3．7日  

圃場B：0．12   

バナナ   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：0．28   

（果実）  
200L／10a  呈回  ユA21日  

圃場B：0．83   

よもぎ   2000借散布   圃場A：3．93   

（菓）  

2  10％フロアプル    上回  呈，7．14日        200－300，200L／10a  
圃場B：4．94   

（※）印で示した作物については、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において得られた値を採用した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

最大使用粂件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（秦）ータロルフェナビル」に記載されている作物残留試験成靖は、各試  
験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の  
定義と異なっている。  
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（別紙1－2）  

クロルフェナビル海外作物残留試験一覧表  

農作物   
試験圃  試験条件  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留量（ppm）  

トマト  圃場A：0．29（5回、0日）、、（＃）  

（果実）   

2  21．4％SC剤  0．18－0．211bai／A散布  5回  0，1，3，5日  
圃場B：0．29（5回、0日）（＃）   

トマト  圃場A：0．14（3回、3日）（＃）  

（果実）   

2  21．4％SC剤   0．31bai／A散布  3回  0，3，14，21日  
圃場8：0．57（3回、0日）（＃）   

ピーーマン  
（果実）   

ロ  21．4％SC剤  0．18－0．211bai／A散布  5回  0，1，3，5日   
圃場A：0．41（5匝I、1日）（＃）   

とうがらし  
（果実）   

ロ  21．4％SC剤  0．18－0．211bai／A散布  5回  0，1，3，5日   
圃垢A：0．63（5回、0日）（＃）   

とうがらし  2  21．4％SC剤   0，3，7，15日  圃塩A：0．26（5回、0日）（＃）  

（果実）  

0．21bai／A散布  5回  
圃場B：0．99（5回、0日）（＃）       0，3，7，14日   

圃場A：0．23  
なし  
（果実）   

3  360g／LSC剤  10－10．8gai／100L散布  ユ回  出，21日   圃場B：0．22  

圃場C：0．11（1回、21日）   

なし  圃場A：0．28（1回、14日）（＃）  

（果実）   

2  360g／LSC剤  20－21．6gai／100L散布  1回  14，21日  
圃場B：0．28（1回、14日）（＃）   

りんご  2  360g／LSC剤  10．8gai／100L散布  主回  ユA21，28日   圃場A：0．21  

（果実）  圃場B：0．16   

りんご  圃場A：0．32（1回、14日）（＃）  

（果実）   

2  360g／LSC剤  21．6gai／100L散布  1回  14，21，28日  
圃場B：0．26（1回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   

ロ  360g／LSC剤  12．5gai／100L散布  1回  4，30．45，60日   
圃場A：0．20（1回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   ロ  360g／LSC剤   25gai／100L散布  1回  4，30，45，60日   

圃場A：0．77（1回、14日）（＃）   

りんご  14，21，28日  圃場A：0．42（2回、14日）（＃）  

（果実）   

2  500g／kgWG剤  25gai／100L散布  2回  
圃場B：0．43（2回、14日）（＃）       14，21，27日   

りんご  
（果実）   

ロ  500g／kgWG剤  25gai／100L散布  2匡I  14，21，28日   
圃場A：0．16（2回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   1  写40g／LSC剤   25gai／100L散布  2回  14，21，28日   

圃場A：0．13（2回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   

ロ  500gノkgWG剤  25gai／100L散布  2回  14，21，28日   
圃場A：0．56（2回、21日）（＃）   

りんご  圃場A：0．20（2回、14日）（＃）  

（果実）   
2  500g／kgVG剤  25gai／100L散布  2回  14，21，28日  

圃場8：0．25（2回、21日）（＃）   

もも  圃場A：0．48  
（果実）   

2  360g／uC剤  10－10．8gai／100L散布  エ回  乙14，21日  
圃場B：0．22   

もも  圃場A：0．76（1回、7日）（＃）  

（果実）   

2  360g／LSC剤  20－21．6gai／100L散布  1回  14，21日  
圃場B：0．67（1回、7日）（＃）   

（＃）これらの作物残留試験は、作物残留試験が実施された国の使用方法の範囲内で試験が行われていない。  

最大使用条件下の作物残留試廟条件に、アンダーラインを付している。  
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農薬名  クロルフェナビル  （別紙2）  

作物残留試験成績   

く0．005（＃），0．006   

9．60，4．66，9．52，5．36  

2．84，2．28．1．22   

1．30，0．74（菓ねぎ）、  
0．90，0．82（根深ねぎ）   
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（別系氏2）  農薬名  クロルフェナビル   

しとう）、0．51，0．68（甘長  

【0．26（＃）－0．99（＃）（n＝3）（と  

く0．01（軌く0．m（＃）  
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農薬名  クロルフェナビル  （別紙2）  

0，72，0．56（さんしょう）  

く0．05，く0．05（みょうが）、  
1．50，1．48（コリアン  
ダー）、1．45，0．55（や 

陸棲哺乳類に属する動物の筋肉  
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農薬名  クロルフェナビル  （別紙2）  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（‡）これらの作物残留試験は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、最大残留債を基準値策定の根拠とした。  
（※）ケール及びチンゲンサイについては、非結球あぶらな科葉菜類に属することから、非結球あぶらな科葉菜類の「みずな」  
の作物残留試験成績に基づき基準値秦を設定した。  

注）しろうりは個別の作物残留試験成績がないものの、平成14年の農薬取締法の改正に当たり緊急的に農薬登録されたことを  
踏まえ、農薬取締法の登録保留基準に準拠し、きゅうりの作物残留試験成績を参考に品種差を考慮して、基準値案を設定し  
た。  

牛の筋肉、豚の筋肉、その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、鶏の筋肉及びその他の家きんの筋肉については移行性試  
験の結果に基づき設定した。  
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（別紙3）  



幼小児  
食品群   

みかん  0．5   
なっみかんの果実全体   
レモン   

オレンジ   
芝と二∠ヱ坐－ツ   

乏イ 
．＿．州MW   

．－．＿．．＿   

ぶどう   
かき   

バナナ   
マンゴー   

′   ′ 享： …   

観象＿．＿．   
茶   

そ空地旦璧∠ミ乙さ   
真空些望まユニ．Z 

．岬……＿．＿．－．．．．．．＿－＿   

垂捷哺乳蕪聖顔鼠…＿＿叫．＿－．－．．＿＿．．＿－＿．，．＿…＿仙．．H   
睦捷壊乱褒吸熱易＿叫，．．叩．，．－．一…．．．．．．．…．．【－－－．＿＿W＿、．．．－．…．…．   
家慶嬰娘＿…＿‥．＿叩】叫＿   

家禽の卵類   
ADI比（％）  51．0   21．2   95，1   37．4   41，7   18．6   55．5   23，5   

●‥個別の作物残留試験がないことから、暴蕗評価を行うにあたり基準値（秦）の数値を用いた。なお、チンゲンサイ及びその他のかんきつ類果実については個別の作物  
残留試験成耕があるものの、みずな及びなっみかんの果実全体の作物残留試験成鰍こ基づき基準値（秦）の設定をしたことから、個別の作物残留試験成績の結果は採用し  
ていない。  

高齢者については畜産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMDI：理論最大1日摂取量（Th印reticalMaxim皿D8ilyIntake）  
EDI：推定1日摂取量（Estinated DailyIntake）   



（参考）  

これまでの経緯   

初回農薬登録  

農薬登録申請（いちご、とうがらし類に係る適用拡大申請）  

厚生労働大臣から食品安全委員会長あてに残留基準設定に係る  

食品健康影響評価について要請  

食品安全委員会（要請事項説明）  

残留基準の告示  

第42回農薬専門調査会  

厚生労働大臣から食品安全委員会長あてに残留基準設定に係る  

食品健康影響評価について要請  

食品安全委員会（要請事項説明）  

農薬登録申請（かぶ、さやえんどう等に係る適用拡大申請）  

第12回農薬専門調査会総合評価第一部会  

第22回農薬専門調査会幹事会  

食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

薬事・食品衛生審議会へ諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成 8年 4月25日  

平成17年 9月22日  

平成17年10月 4日  

平成17年10月 6日  

平成17年11月29日  
平成18年 3月 1日  

平成18年 7月18日  

平成18年 7月20日  

平成19年 3月15日  

平成19年 6月 6日  

平成19年 7月 4日  

平成19年 8月 9日  

平成19年 9月25日  

平成19年 9月27日  

平成19年11月 6日  

平成20年 1月30日  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員】   

青木 宙   

井上 松久  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学副学長  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

国立医薬品食品衛生研究所客員研究員  

元独立行政法人農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害  

防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教書愛  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  
東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画評価主幹  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  
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（C－：部会長）  
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答申（案）   

タロルフェナビル  

残留基準値  
食品名  

n口m   

小豆類   0．05   

さといも類   0．03   

かんしよ   0．05   

やまいも   0．05   
かぶ類の根   0．2   
かぶ類の葉   15   
キャベツ   0．7   
芽キャベツ   0．3   
ケール   10   
こまつな   5   

きような   10   
チンゲンサイ   10   
カリフラワー   
ブロッコリー   

その他のあぶらな科野菜（注1）   10   

レタス   20   

その他のきく科野菜（注2）   20   

ねぎ   3   

アスパラガス   0．5   
その他のゆり科野菜（注3）   0．7   
セロリ   3   

みつば   3   

その他のせり科野菜（注4）   2   

トマト   1．P  
ピーマン   

その他のなす科野菜（注5）   5   

かぼちや   0．5   

しろうり   
すいか  0．05  

その他のうり科野菜（注6）  

オクラ   0，7   
未成熟えんどう   2  

その他の野菜（注7）   2   

なつみかんの果実全体   2   

レモン   2   

オレンジ   2   

グレープフルーツ   2   

ライム   2   

その他のかんきつ類果実（注8）   2   

りんご   2   

マルメロ   0．5   

ぴわ   0．5   

もも   0．05  
ネクタリン   

おうとう   
いちご   5   

ぶどう   5   

バナナ   2   

マンゴー   0．3   

その他の果実（注9）   2   

茶   40   
その他のスパイス（注10）   10   
その他のハープ（注11）   10   

牛の筋肉   0．01   

豚の筋肉   0．01   

その他の陸棲哺乳類に属する動物（注12）の筋肉   0．01   

牛の脂肪   0．05   
豚の脂肪   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．05   

（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あ  
ぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、だ  
いこん類の菓、かぶ類の根、かぶ類の  
葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャ  
ベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きよ  
うな、チンゲンサイ、カリフラワーブロッコ  
リー及びハープ以外のものをいう。  

（注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科  
野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アー  
ティチョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎ  
く、レタス及びハーブ以外のものをいう。  

（注3）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科  
野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、に  
ら、アスパラガス、わけぎ及びハープ以外  
のものをいう。   

（注4）「その他のせり科野菜」とは、せり科  
野菜のうち、にんじん、パースニップ、パ  
セリ、セロリ、みつば、ス′くイス及びハープ  
以外のものをいう。   

（注5）「その他のなす科野菜」とは，なす  
科野菜のうち，トマト，ピーマン及びなす  

以外のものをいう。   

（注6）「その他のうり科野菜」とは、うり科野  

菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、す  
いか、メロン類果実及びまくわうり以外のも  
のをいう。   

（注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、  

いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科  
野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野  
菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそ  
う、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えん  
どう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ  
類、ス′くイス及びハープ以外のものをい  
う。   

（注8）「その他のかんきつ類果実」とは、  

かんきつ類果実のうち、みかん、なつみか  
ん、なっみかんの外果皮、なっみかんの  
果実全体、レモン、オレンジ、グレーフフ  
ルーツ、ライム及びスパイス以外のものを  
いう。   

（注9）「その他の果実Jとは、果実のうち、  
かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋  
なし、マルメロ、ぴわ、もも、ネクタリン、あ  
んず、すもも、うめ、おうとう、ベリー類果  
実、ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパ  
イヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マ  
ンゴー、パッションフルーツ、なっめやし  
及びスパイス以外のものをいう。   
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クロルフェナビル（つづき）   

残留基準値  
食品名  

ロロm   

牛の肝月顧   0．05   

豚の肝臓   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．05   

牛の腎臓   0．05   

豚の腎臓   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．05   

牛の食用部分   0．05   

豚の食用部分   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分  0．05   
乳   0．01   

鶏の筋肉   0．01   

その他の豪きん（注13）の筋肉   0．01   

鶏の脂肪   0．01   

その他の豪きんの脂肪   0．01   

鶏の肝臓   0．01   

その他の豪きんの肝臓   0．01   

鶏の腎臓   0．01   

その他の家きんの腎臓   0．01   

鶏の食用部分   0．01   

その他の豪きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0．01   
その他の家きんの卵   0．01   

（注10）「その他のスパイス」とは、スパイス  
のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にん  
にく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモン  
の果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及  
びごまの種子以外のものをいう。  

（注11）「その他のハープjとは、ハープの  
うち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
菓、セロリの茎及びセロリの葉以外のもの  
をいう。   

（注12）「その他の陸棲哺乳類に属する動  
物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のう  
ち、牛及び豚以外のものをいう。   

（注13）「その他の家きん」とは、家きんのう  
ち、鶏以外のものをいう。   
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クロルフェナビルに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定に  

対して寄せられたコメントについて  

（1）「食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部改正（食   

品中の農薬クロルフェナビルの残留基準設定）」に関する意見の募集に対して寄   

せられたコメント  

1．募集期間  

平成20年3月18日～平成20年4月16日  

2．現在までに寄せられた意見数  

なし  

（2）WTO通報（衛生植物検疫措置の適用に関する協定（SPS協定）に基づく通報）   

に対して寄せられたコメント  

1．募集期間  

平成20年3月31日～平成20年5月29日  

2．現在までに寄せられた意見数  

なし  
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